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セロトニ ン(5。hydroxytryptamine;5HT)は ト

リプ トファン(Trp)よ り水酸化反応,お よび脱炭酸

反応を経て合成される生理活性ア ミンで,哺 乳動物の

中枢神経系 ではneuro-transmitterま た はneuro

- modulaterと して機能していると考え られている.し

かし,消 化管のような中枢神経系以外の 組 織 に も,

5HTは 多量に含まれており,そ の生理的意義は十分

明らかにされていない.わ れわれは,以 前の報告1)で,

マ ウスの消化管内での5HTの 存在部位について,小

腸や大腸では,ほ とんどがEnterochromaffin(EC)

細胞 に含まれ,胃 では,か なりの部分が粘膜肥満細胞

(mucosal mast cell;MMC)に 含まれているとい う結

果を得ている.今 回の実験では,マ ウスの胃の5HT

含有量に対するMMCの 寄与が大きいとい うわれわれ

の考えをさらに確認する目的で,こ れまで,小 腸や皮

膚での肥満細胞数の異常が報告されている2,3)ヌ ー ド

マウスの諸臓器含有5HTを 測 定 し,と くに胃の5

HT量 が,MMC数 の異常に応 じて変化するかどうか

を検討した.

材 料 と方 法

1)動 物:Balb/c-nu/nuマ ウ ス,Balb/cマ ウス お

よびWBB6F1-(W/Wv,+/+)マ ウ ス の そ れ ぞ れ

8～11週 齢 の雄 を用 い た.

2)各 臓器の5HT定 量:以 前の方法1)に 基 づい

て,塩 酸 ・アスコルビン酸溶液 中 で抽 出 した の ち

HP:LCを 用いて定量した.

3)ト リプ トファン水酸化酵素(TRPH)活 性の測

定:各 マウスの胃,小 腸,大 腸を,そ れぞれ6匹 分ず

つまとめて,緩 衝液中で破砕し,最 近,わ れわれが開

発した方法で活性を測定した.

4)MMCの 組織的検索:ヌ ー ドマ ウス,Balb/c

マ ウスおよびW/Wvマ ウスの胃をカルノア液で固定

したのち,パ ラフィ ン包埋 し,そ の腺胃部分か ら3

μmの 横断切片をつ くり,塩 酸酸性 トルイジンブルー

(TG)溶 液 で染色し,粘 膜の単位面積あたりのMMC

数 を数えた.

結果と考察

ヌー ドマウスの胃には,対 照の約2倍 の5HTが 含

まれ,皮 膚の5HT量 は対照の約9倍 で あ った.一

方,大 腸には,対 照の半分以下の5HT量 しか含まれ

ていなかった.他 の臓器(小 腸,盲 腸,脳,肺,唾 液

腺,血 液)の5HT含 量については,ヌ ー ドマウスと

対照の間に有意差は認められなかった.

ヌー ドマウスの胃に対照の約2倍 の5HTが 含まれ

ている理由として,胃 の主な5HT含 有細胞 と考えら

れているEC細 胞,MMCの 二つ のうちのどちらか,

または両方が増えている可能性が推察された.ま ず,

EC細 胞が増えていれば,こ の細胞に含まれていると

考えられる5HT合 成に特異的なTRPH活 性 も増え

ているはずである.TRPH活 性を測定 した結果,ヌ

ー ドマウスの胃には対照の約1 .5倍 の活性があ り,小

腸,大 腸ではヌー ドマウスと対照の活性はほぼ同 じで

あった.ま た,W/Wvマ ウスの胃のTRPH活 性 は

+/+マ ウスの半分以下であったが,大 腸ではほぼ同

じであった.そ の5HTの ほ とんどがEC細 胞 に 含

まれている小腸や大腸で,TRPH活 性が正常 に存在

したことから,ヌ ー ドマウスやW/Wvマ ウスのEC

細胞は正常であると考 え られ た.ま た,胃 粘膜内の

MMC数 は ヌー ドマウスでは二対 照 の約2倍 存在 し,

W/Wvマ ウスでは視認できなかった.こ のようにマ

ウスの胃の5HT量 やTRPH活 性が,MMC数 の変

化に対応 して変動することから,マ ウスの胃のMMC

はTRPH活 性をもっていることが推察され,さ らに

胃の5HT含 有量に対するMMCの 寄与が大きいと

い う以前のわれわれの推察が支持された.
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